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ゆ
た
か
な
生
活
を
創
る

1
2月
補
正
予
算
9
7億
円
を
可
決

1
2月
開
催
の
第
4
回
区
墮

是

例
会
で
、
一
磐

罸

・
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算
(
総
額
約
9
7億
卜
干
9
0
0万
円
)

が
可
決
さ
れ
ま
し
た

。
こ
の
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
主
な
事
業

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

働
く
お
母
さ
ん
を
応
援

保
育
園
の
入
所
月
齢
を
引
き
下
げ
ま
す

核
家
族
化
か
進
み
、
働
く
女

性
が
増
え
る
な
か
で
、
産
休
明

け
保
育
謡
壷

″
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
区
で
は
、こ
冫
し

た
要
望
に
応
え
、
平
成
4
年
度

か
ら
一
部
の
指
定
保
育
園
で
、

入
所
月
鰕
を
冫
刀
月
も
し
ぐ
は

産
休
明
け
か
ら
に
引
き
下
げ
ま

す
。
そ
の
な
め
の
設
備
費
と
し

て
、
今
回
の
補
正
予
算
に
1
千
6
0
0

万
円
蚩
酊
上
し
ま
し
た
。

平
成
4
年
か
ら
、
次
の
園
で
3

ヵ
月
保
育
を
行
い
ま
す

マ
五
反
野
・
第
二
日
ノ
出

町
・
本
木
・
花
畑
汞
神
橋
。

伊
興
大
境
保
育
園

ま
た
、
次
の
園
で
は
産
休
明
け

保
育
を
行
い
ま
す

▽
三
星
・
い
づ
み
・
足
立
ひ

ま
わ
り
・
東
・
足
立
若
葉
・

東
和
・
興
野
・
太
陽
保
育
園

な
お
、
入
園
の
申
請
に
つ
い

て
は
各
福
祉
事
務
所
へ
(
4
面

表
し
参
照
)

住みよい
まちづくり

リサイクル事業の充実

「
リ
サ
イ
ク
ル
都
市
あ
だ
ち

」

を
目
指
し
て

、
既
に
進
め
弧
れ

て
い
る
乾
電
池
の
回
収
に
続

き
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
に
取

ひ
砠
ん
で
い
岑
里
J

。
今
回
の

補
正
予
算
で
は
、
回
収
ポ
ス
ト

等
の
経
費
と
し
て
网
万
円
余
を

計
上
し
声
し
た
。

・
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
の

設
置
場
所

公
共
施
設
に
順
次
設
置
し
て

い
き
ま
す
。

ポ
ス
ト
の
設
置
は
来
年
2
月

の
予
定
で
す
。
ま
ず
は
身
近
に

出
来
る
こ
y
か

ら
リ
サ
イ
ク
ル

奘

。
1
!
の
実
現
を
目
標
に

、
こ
れ

か
ら
も
積
硲
的
に
取
り
駆
ん
で

い
瀲
汞

司

区
民
の
皆
さ
ん
I

人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
康
司

く
ゎ
し
く
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係

さ
(
肖
)

呂

へ
。

高
齢
者
の
住
宅
問
題
に
取
り
組
む

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
整
備

立
ち
退
き
の
要
求
が
あ
っ
て

も
新
し
い
住
廖

莟

づ
け
る
こ

と
が
瓢
し
い
屁
と
、高
齢
者
に
と

っ
て
住
宅
問
蜀
は
深
刻
で
す
。

区
で
は
、「
足
立
区
地
蔔

向
齢

者
住
宅
計
画

」
に
基
つ
き

、
今

年
4
月
か
ら
「
家
賃
等
の
助
成
」

や
、
白
朏
泰
高
齢
者
向
き
に
改

善
す
る
際
の

ぷ
渝
改

造
費
の

助
成
」
を
行
っ
て
い
康
司

こ

れ
ら
の
事
業
に
引
き
続
責

今

回
の
補
正
予
算
で
は
、
シ
ル
バ

ー
ピ
ア
整
備
に
1

千
8
0
0万
円
余

受
討
上
し
ま
し
た
。

シ
ル
バ

ー
ピ
ア
は
、
民
間
の

高
齢
者
向
き
の
集
合
住
零
を
区

記
冐
儿
け
、高
齢
者
に
提
供

す
色
石
の
で
す
。こ
の
住
宅
を

建
設
す
灸
堽
築
主
に
対
し
て
設

備
費
の
一
部
鷽
叨
既
に
東
司
　

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
は
、
平
成
4

年
彦
が
ら
2
棟
づ
つ
計
画
的
に

整
備
し
て
い
空
手
焉

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
宇

住
)・
高
齢
化
社
会
対
策
室

昔
(
3
尚
2

丁
1
1
L

㈹
へ

そ
の
他
、今
回
の
補
正
予
算

で
は
、
職
員
の
給
与
費

茖
億
1

千
万
円
余
)
等
も
計
上
し
て

い
ま
す
。

区
制
6
0周
年
記
念

「
足
立
6
0景
」「
道
路
の
愛
称
」

候
補
の
選
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

区
で
は
、
平
成
4
年
の
区

制
6
0
周
年
記
今
葷

業
と
し
て

「
足
立
6
0景
」
と

「
道
路
の

愛
称
」
を
制
定
す
る
こ
と
に

な
口
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
心
に
残
る
風
景
や
親
し
み

の
持
て
る
区
道
の
愛
称
を
定

め

、
ぶ

る
麌
と
足
立
二
つ
く

り
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
い

冫

も
の
で
す
。

こ
の
制
定
に
あ
た
り
、
候

補
惣

擘
吟
愛

称
名
の
選
定

委
員
を
募
集
卜
薫
す
。選
定

委
員
会
は
、区
民
、学
識
経

験
者
等
1
7
人
で
構
成
。こ
の

冫
?
叉
の
委
員
を
公
募
す

る
も
の
で
す
。

ご
弖
凩
y
は
、次
の
要
頌

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
1
8歳
以
上
の
万

内
容

迢
立
曽
甼

候
補

地
と
石
蕗
の
愛
称
」
候

補
の
選
定

定
員

一久

応
募
方
法

「
私
の
考
凡
る

6
0景
」
受
四
字
程
度
に
ま

と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話

番
号
豈
明
記
し
封
書
で
郵

送
(
持
参
可
)

応
募
期
限

平
成
4
年
1
月

巧
日
消
印
有
効

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

牟
住
)
・
広
報
課

〒

1
2
0
足
立
区
千
住
1
1
4
　
1
1
8
a
(
3
8
8
2
)
　
1
1
1
1

㈹

葛 西 用 水 親 水 水 路

「あ だ ち広 報」 の
発行日のお知らせ

今年の「あだち広報」は今号が最終号にな

ります。来年1 月は、1 日( 瓷日号) 、15日、

25日に発行します。

来年 も『あ だち広報』をよろし くお願いし

ます。< 広報課>

公
表
し
ま
す
区
の
家
計
簿

平
成
3
年
度
上
半
期
財
政
状
況

区
の
財
政
の
実
能
蓍
区
民
の
貨
{
兀
に
理
解
し
て
い
た
だ
ぐ

た
め
に
、
財
政
状
況
を
毎
年
2
回
(
6
、1
9
1月)
公
表
し
て
い

ま
す
。今
回
は
、
平
成
3
年
度
上
半
期
(
4
ふ

月
)
の
予
算

の
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
、
そ
の
多
宝
じ
を
お
知
ら
せ
阮
歪

す
二
財
政
状
況
の
公
表
に
お
け
る
図
表
は
、里
以
3
年
9
月
3
0

日
現
在
の
も
の
で
す
)

平
成
3
年
度
上
半
期
に

実
施
し
た
主
な
事
業

マ
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
「
さ
の
」
開
設

▽
西
部
墜

属
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
開
設

▽
酉
新
井
作
業
所
開
設

▽
西
新
井
高
齢
者
作
業
所
開
設

▽
酸
性
雨
目
動
測
定
装
置
設
置

マ
コ
レ
ー
ル
食
器
(
強
化
町
熱

ガ
ラ
ス
製
)
の
全
小
・
中
学

校
へ
の
導
入
完
了

マ
ゴ
ミ
問
題
售
E
委
員
会
最
終

答
申

平 成
3 年度 各会計予算執行状況

区民1 人当たりの区民税負担額と区支出額

一 時 借 入 金
3年度上半期( 4月1日～9月30日) には、借り入れはあり

ませんでした。

区有財産の現況

特別区 債の現在高
区の施設、退路、公園などの大規模な建設事業等には、一
時的に多額の財源が必要となります。その財源補充のため
区が長期にわたって借り入n だ資金の状況です。

高齢者在宅サービスセンター「さの
」
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年
末
年
始
の
業
務
内
容

年内に必要な

手続きはお早めに

区
の
窓
口
事
務

区

罠

亊
秘
所
、
福
1
1

愬

呑

必

菁

紡

年
末
は
1
2

月
如
苜
(

土
)
か
ら
、
新
年
は
1
9

晟

口
(
含

ま
l

霤
l

烋

営
チ

。

問
合
せ
先

杢
7

舍

　
(
3
1
)
L
L
L

庇
ま
た

は

甲
夭
本
町
庁
舍

　
(
3
a
)
5
1
1
1

本
庁
舎
地
下
駐
車
場

区
翁
町
本
庁
舎
(
千
住
)
の

地
下
畦
車
場
は
、
1
2
月
2
8
日
(

土
)
か

ら
1

月
3

日
(
金
)
ま

て
採
み
レ
ま
す
。

問
:
<
n
m
先

聯
袤
ち
マ
a
公

社

　
(
l
)
i
?

図
書
館
・
郷
土

博
物
館
な
ど

区
内
の
肅
響
館
、
郷
十
薄

物
館
、
勦
酋
摺
χ
罷
牋
1
2

月
習
二
土
)
か
ら
、
1
角
4

日
(
土
)
壱

業

年
始
夕
-

す
。な

覡

勦
雹
堽
蕀
爛
3
月

尚
1

月

旦
口
(
尽

午
肋
1
時
か
恐
竹

い
求
す
。

ま
た
、
女
話
雰
セ
ン
タ
ー

咳

扨
鳬
苜
か
マ
斉
a
日

裹
よ
懦
報
資
料
窒ほ
召
嵒

―青
年
セ
ン
ター
咳

口
易
哲
-

す
。公

社

施

設

厠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
公
社
湎
狡
(

襲

覈

育

館

、
体
育
館
、
壥
勵
婦
、
文
化

会
館
翕

こ
)
咳

口

昼

筥
か

叭
L
月
4

り
ま
p

、
年
末
呷
始

―し
手

。

な
覡

毎
月
λ

口
の
厖
設
利

用
畑
選
会
は

、
卜
自
分

に
限
り

瓦

ロ
に
行
い
ポ
子

。

病
気
に
か
か
っ
た
ら

休
日
診
療
所
へ

-
写

奥

と

有

縁

紅

筆

を

行
い

欒
歹
。
な
あ

、
日
曜
・
祝

ほ

翕

蕨

を
仔
っ
て
い
ネ
フ

。

休日診療所一覧

竹の塚 休日診 療所
竹の塚 休日歯 科診療所

救
急
病
院
、休
日

当
番
医
の
案
内

□
柬
京
判
防
庁
堤
糯
敘
急
憤
報

セ
ン
タ
ー

　
(
～
)
1

□
東
京
都
保
健
謚
i

鶫
セ
ン

タ
1
(
l

葉

内
ひ
i
p

り
)

　
(

―
)

―

※
食
中
冐

、
伝
染
詞
の
蜀
思
な

ど
の

緊
急
の
鳩
今
碩

東
京
都

保
鴟
医
原
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
ご

邏
鞳
く
だ
さ
い

。

清
掃
作
業

ゴ
ミ
収
集
(
可
燃
・
分
別
)
　

塋

澀

擂

品
肓
(

月
)

ま

で

、
年
掵

晒
L
5

圦
只

日
)

か
ら
收
笋

し
ま

す
。
く
わ
し

ぐ
は

、
収
積
所
の
ビ

ー

ご

覧
く
〃
吉

い
。

粗
大
ゴ
ミ
　

年
末
は
口

品

官
(

土
)
地
区
ま
で
収
篥
。
年

胯
T

月
6
日
(

歴

加

区

か
ら
収
芦
旨

チ

。

し
尿
の
収
集

早
く
た
審

鬢
」

家
朦
g
□
月
芻
M
(

土
)
ま

で
に
ご
邏

輅
ぐ
だ
さ
い

。
年

紳
哢
卜
今
&

艾

日
)
か

り

収
I
F
蕃

歹
。

問
合
せ
先

足
刄
柬
灣
掃
亭
務

所

　
(
Q
χ
χ
χ
り
9
)
9
1

、
足
立
酉
灣
掃
亊
殖
胼

　
(
a
)
2
1
1
1

ゆ
ず
湯
　
無
料
サ
ー
ビ
ス

u
月
認
日
(
冬
至
)
咳

「ゆ
す
濕
-
の
日
で
す
心
区

内
の
公
衆
浴
湯
で
暎

竿
と

も
(
り
晟
以
下
)
急
夕
じ

よ
り
(
迴
覃
上
)
9

ほ

無
既
欠
煢
者

手

。

ゆ
す
の
香
り
の
中
刄

こ

の
一
年
奮

訶

迫
っ
ア
み

豕

廿
ん

か
。

問

合
せ
先

本
庁
舎
(
千

庄
)
・
健
康
籥
霧
漲

　
(
3
-
)

上

足
立
作
業
訓
練
所

ご
存
知
で
す
か

湯

差

哢

に
襃

圀

的

～

万

た
鄰
内
で
も
唯
一
の

精
神
障

19
苙
作
業

所
が
あ
輦

す
。そ
れ
が
こ
Q
併
作
巣

剽
輙
陬
耋
。こ
こ
で
曠

現
筏
父
の
万
が
訓
練
に
は
2
^

で
い
ま
す
。釧
練
喘
月

愕
只
入
壬
曜
a
(
土
曜
a
l
l
)
i

で

、
午
前
1
時
か
ら
午
後
1

時
釦
分
ま
で
(

火
・
土
曜
日

は
半
日
)
、足
立
保
翩
屏
分
室

刄

只
y
れ
て
い
零
歹
。
罵
醵

バ
躄
5

メ

、り
や
、
ご
フ
モ

デ
劣

啓

買

つ
の
莎

む

崕
俘
業
に
ふ
9

作
巣
訓
練
の

他
に

、
騏

蒭

、(
イ
キ

ン
グ

、
料
理
つ
く
り

、
ス
ポ
1

ツ
蔘

屬
通
し
て

、m

縁
談
、
社
痙

笳

の
孤
大
に

勞
め
て

り

詈

。
こ
り
{
の

剛
練
奮

堰
し
刄

奘

箝
碍

へ
向
け
て

り
心
彎
x
や
体
力

な
刄

両

分
の
ペ
ー
ス
で
少

し
づ
つ
築
い
て
い
け
る
よ

う

、
専
門
の
豐
9

戳

苳

行
つ
て
い
求
r

。
ま
べ

区

内
各
保
健

町

着
猖

談
所
の
醍

祖
悒
保
膕
嫻
と
酊
窿
な
悳
匱

を
と
り

、
剽
練
劭
果
の
孤
大

に
夸
9
6

ま
す

。

問
合
せ
先
l

業
剽
驟
所

　
(
3
8
8
3
)
7
1
z
7

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
障
害
児
歯
科
診
療

」

「
在
宅
寝
た
き
り
老
人

訪
問
歯
科
診
療
」

足
立
区
で

ほ
、
足
立
区
歯
科

医
師
会
の
励
力
を
得
て

。
次
の

幄

矼

凝

奮
吋
っ
て
い
ま
す
。

□
障
害
児

歯
科
診
療

心

身
に
軽
・
中
昃
の
障
害
が

あ
り

。
こ
れ
ま
で
一
般
の
橘
料

鬆

台

か
っ
た
障
害
児
の
方
に

、
嗔
科

診
孥
奮
打
い
ホ
チ

。

対
象

区
内
在
住
の
暇

塋

画

の

鰹
・
中
厦
の
障
害
か
あ
る

煢
-
I

可
哺
な
万
(
ご
冢
族
の
同
伴

ダ

覃

手
)

※
な
癇

嗷
度
の
万
の
相
誅
も

お
営

じ

手

。

診
療
日
時

毎
週
木

、土
曜
日

、

午
前
此

了

正
午
(
祝
り

、年

末
芝

豕

啄
く
)

診
療
場
所

足
立
区
編
萪
医
師

会
囗
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

□
在
宅
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯

科
診
療

一
般
の
歯
科

診
療
所
に
漲
え
な
い
祁
ご
し
ょ

圦

男

に

、
歯
科
医
師
が
訪
問

し
て

診
療
鵆
忖
い
恚

飛

対
象

区
内
在
庄
の
5
綫
以
上

の
猥
蛋

巧

の
万
で

、
在
宅

で

介
護
者
の
い
る
万

往
診
日

火
卜
土
曜
日
(

日
時

は
亊
削
に
逓
絡
)

※
申
」
叺
み

萼
け

付
け
砒

、
本

人
の
健
康
状
孥
や
歯
の
状
孥
な

ど
の

事
前
調
惷
刄

又

卮

偸

診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
馼
か
か
な

リ
豕
す
Q

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
日
時

隘
週
穴
哩
日
か
ら

土
眤
日
(

侭
は
、
年
末
年
始

を
除
く
)
、
午
削
9

時
3
0分
I

午
後
λ

弧

芬
(
た
だ
し

、

正
午
か
ら
午
後
1

時
を
除

く
)

費
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
歯

駈

惡

蠢
口
睡
保
健
セ
ン
タ

ー
(
足
立
区
歯
科
医
兜

熈
7

必
)

　
(
G
)
3

呂

囿
(
台
)

申 込 ・問 合せ 先

足立区歯科医師会口腔保健センター

( 社) 足立区歯料医師会館2階
住所　千住1- 5- 5 　3882- 3882

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　3880- 5351
本庁舎( 千住) ・保健予防係　3082- 1111㈹

クリーニング師

研修・従事者
講習会

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
帥
お
よ

び
従

坩
著

は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法

に
胥

碁

、3

年
に
一
度
は
研
1
1

ぱ
な
り
ま
せ
ん
a

日
程

▽
研
修
・
・
L
月
1
2日

、

ワ
月
9

・
2
3日

、3
月
8

・
2
2

日

マ
湯
習
・
・・
1
月
2
6

日

、2

月
2
日

、l

扠
甘

※
研
修

、
講
習
と

も
い
ず

れ
か

の
希
ヨ
目
刄

一
日
受
講

場
所

マ
研
修
↓

理

迎
ビ
ル
(

渋
谷
区
代
々
木
―
-
3
6
-
4
)

他
、
▽
跼
習
:
白
京
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
(
文

亰
区
後
楽
2
-
3
-
1
0
)

費
用

▽
研
修
・・・
4
千
沺
円

、

マ
講
習
・
・・
4
千
円

申
込
方
法

電
話
予

軻
(
m

に
な
り
呎
第
啼
切
叮
稾
ヂ
)

申
込
先

黼
恵
示
都
環
膺
衢
生

霊

悉
珮

セ
ン
タ
ー

(
3
1
1
5

心
8
7
5
1

問
合
せ
先

足
立
慂

蓆

　

『
a
8

こ
1
1
5
1

・
千
住
保
健
所

　
(
～
8

旦
1
2
7

乙
蕋
壜

碣

生
担
嵋
ヘ

職員の給与等を
公開し ます

職員の給与等の実態を区民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公表
します。
職員の給与は、地方公務員法により、一般家庭の生計費、国や他の地方公共

団体の職員の給与、民間企葉 の徒業貝の給与、その他の事情を考慮して定めら
れることになっています。
この趣旨に基づいて、23区共同で設置している特別区人事委貝会が、毎年、

特別区内の民間企翼従巣員の給与実態を調査し、こ れと職員給与を比較し、さ
らに生計費やs 、他の地方公共団体の給与なども 考慮して、勧告を行っていま
す。
職員の給与は、こ の勧告に基づき、区議会の審議を経て。「職員の給与に関す

る条例」で定められています。
問合せ先 本庁舎( 千住) ・給与係3882- 1111( 代)

人件費の状況 ( 平 成2 年 度 普 通 会 計 決 算)

*J と は、 一畳 職s こ支給 きf l る給きiであ る 皺員 厦lと区 良 や簟s など 舊|・c 蔘歙 さn る 略 餌・ 報疆 一手
当のほが 筱 詢爽( 社会s 裝 岡 の 事東主負 担 分) など の自 言|を いいs ・ 。

* 醋 觴 と皿 、魴 劼 体相 互勳 踵 を 蘯 と さ ゼる た紅 全駲 一基 凖で譱 し た鮨 上 の鰭 で す。

職員給与費の状況 ( 平成3 年度一般会計予算)

* 給与費は 、当 髟予 算にきt上さ れた 額で す。
*「職員 手当 」の うち 主なも のは 、扶養 手当 、壽 薹手 当、遍 勤手当 、住居 手当な どで 、画● 手当はき まn て いま せん 。

職員の初任給の状況 ( 平 成3 年4 月1 日 現 在)

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 ( 平成3 年4 月1 日現在)

* 経皿 年数 とは 、卒業 後 直ちに 採用 さ れ引き 続き 励務し てい る輿 合、 犀用 後の 年数を いい 泄 覃。

職員 の 平均 給 料 月額 、平 均 給与 月 額お よ び 平均 年 齢の 状 況 ( 平 成3 年4 月1 日現在)

* 一般 石政 瞻と は、一 般事 窺、土木 枝術 、呆母 咢の 飄賁で 霓。 授齔力 務職と は 、目 勦棄 運転 、一 般 作
輿、 哈痍 謁 跚弓 の 職員 です。
* 平均 給翦 月額 は、本紡 の みの平 均月 額で す。平 吩給 与月 額は、哈料 に 扶鰆手 当、謁 茖手当 、涌勤 手
当な どの 諸 手当をき んだ 平均 月 額で 堽。
* 魯の 畢 砲給 与月 額 は、 公壼さn ていま せん 。

一般行政職の級別職員数の状況 (平成3 年4 月1 日現在)

* 足立 区の 給 与条例 に蟇 づく 名料晨 の吸 区分 によ る職 員数で す。

* 欅 羣的な 覿務内 名と は 。そ れぞn の吸 に該 当す る代 表e9な 職務 で 覃。
*2 吸 は 、 平 成2 年4 月1 日 に 斯 設 さ れ た 吸 で す 。

特別職の報酬等の状況 ( 平 成3 年4 月1 日 現 在)

職員手当の状況( 1) ( 平 成3 年4 月1 日 現 在)

* 遭 囎 苳 当 の 瓷 衄 皐I J 段● 岶 に 寸|き ・FIプらa 、 毟・ 。・ 黻 霽l j 、・s 4 事 躙 がら 翩 翩 国 匿g. 咫 阿 屶 に な りs ・ 。

* 退 諷 手 当 の1 人当 たり 孚Q 支 啗 顯 は 、 暝一年s に 退 職 し た 全 無 魯 に 碑 る 職 員 に 支 給 ざn た 平 哨● で7 。

職 員 手当 の 状 況( 2)

昇 給 期間 短 縮の 状況

* 平 皿 元ぽ 晨〃 う 、 昇 任 畤 友 び 又 年 勠 続( 匂 喰 年) の 同 眤 爾

喘 知 略 哂宦 が導 入 もn ま し た 。

普 通 会 計 の 歳出 額 に し め る 人件 費 率 お よ び 職員 給 率の 推 移

職員 手 当 の 状況( 3)

職 員手 当の 状況( 4)

職員手当の状況( 5) ( 平 成3 年4 月1 日 現 在)
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情 報

本庁舎( 千住) への
お問い合わせは… …

( 3882) 1111 ㈹
本庁舎以外へのお問 い合わせは、

それぞれの電話番号(緑色)へ
。

年

金

国
民
年
金
推
進
員

を
募
集
し
ま
す

国
民
年
命
覆
晋
7

ほ
、
年

金
加
人
者
の
お
宅
を
訪
問
し

て
、
保
険
料
の
収
納
卮

賢

必

各
種
届
書
の
鷽
口
筒
口
な
ど
年

金
相
貔

行

暃

常
勤
職
員
で

す
。

応
戞
貫
格

区
内
在
住
の
㈲
歳

位
か
ら
6
3
歳
皀
ま
で
の
方

勤
務
条
件

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
で
I
ヵ

月
に
1
8
日
間
動
務

募
集
人
員

若
干
名

採
用
予
定

平
成
4
年
―
月
1
　

ぼ
か
ら
勤
務

給
与
基
本
給
(
日
額
t
千
漁
　

円
)
十
能
率
給
。平
均
月
給
1
4
　

万
前
後
(
平
成
3
年
度
実
績
)

応
募
方
法

自
筆
履
歴
書
を
国

民
年
金
屎
(
中
央
本
町
庁
舎
　

―
階
)
ま
で
'
緬
参
く
だ
さ
　

い
。
書
頸
響
査
の
の
ち
、
面
　

譽
隻
行
い
圭
y

申
込
期
限
W

研
百

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
年
金
屎
推
進
係

{一
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

毎
月
譽
{
兀
の
扣
応
ぐ
で
出

張
相
談
夲
仔
つ
て
い
ま
す
。

年
金
の
仕
組
み
や
手
続
き
、

保
険
料
の
支
払
い
方
碧
と
。

さ
恚
容
忍
相
談
に
'整た
え
ま

す
。
ど
つ
ぞ
、
気
軽
咬
に莉
用

く
だ
さ
い
。

1
2月
の
相
談

表
1
り
と
お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

{
`
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表1　ねんきん出張相談日程

保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
椚
め

や
す
い
毎
月
納
付
と
な
っ
て
い

樂
y
。
各
月
の
納
期
限
は
、
翌

月
Q

木
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

W

芬

の
保
険
料
の
納
期
限

は
L
月
3
1
日
で
歹
。

お
近
ぐ
の
銀
行
、
郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役

所
、
区
民
事
羝
一
所
の
窓
口
へ
忘

れ
ず
に
納
忖
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
便
利
な
口
座
壓

麥

ヽ
に莉
用
い
た
だ
孝
重
影

納

め

忘
れ
?

の
n
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

登
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

教

育

二
次
募
集
の

お
知
ら
せ

来
年
↓
月
に
区
立
幼
稚
園
に

入
園
奮
m

黶
麦
芳

は
、
定
員

に
若
干
の
余
裕
が
蒭

砂
子

。

各
園
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
申
し
込
み
ぐ
だ
さ

い
。

応
萵
資
格
区
内
在
住
イ
歳
児
　
　

(
昭
和
6
2
年
4
月
2
日～
6
3
　

年
4
月
1
日
生
)
、
5
歳
児
　
　

(
昭
和
6
1
年
4
月
2
日～
6
2
　

年
t
月―
日
生
)

申
込
・
受
諡

蓆

入
園
希
望

の
各
区
立
幼
稚
園

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇

住
)
・

学
事
第
二
係

就

学
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
にほ
、
来
年

4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
気
お

子
さ
ん
で
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
六
ん
に
つ

い
て
の
薦
学
相
談
奮
竹
つ
て
い

ま
ず
。

教
育
の
場
煢
こ
こ
に
求
め
た

ら
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
専
門

の
相
談
員
が
お
膏
卩
¥
チ
。

受
付
日
時
毎
週
月
卜
金
曜
　

日
、
午
前
1
時
～
午
後
5
時

氷
電
話
で
お
申
し
込
み
ぐ
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン

タ
ー
就
学
相
箍
猖

{
`
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

住
ま
い

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
を
新
築

さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
備
か
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
靨
寺

嚢
屬
袞
た
侑
ほ
、
住
所
を

定
め
灸
紡
の
届
け
出
が
必
要

で
罵こ

の
届
け
出
が
な
い
と
咥
所

が
決
め
ら
れ
な
い
な
め
、
転
入

等
の
手
続
き
が
で
空
専
ん
。

届
け
出
に
は
、
建
築
確
認
書
一

式
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

住
居
表
示
衵
当

{
`
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

福

祉

ご
存
じ
で
す
か

老
人
福
祉
手
当

6
5歳
以
上
で
、
a
力
月
以
上

謬
だ
き
り
の
万
、
嶷
は
老
年

性
蜀
朱
(
尨
は
う
)
性
で
常
に

介
助
が
必
罪
芳
に
支
給
し
ま

す
。在
宅
お
よ
ぴ
入
院
中
の
万

も
霤

蜚
チ

。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
本
入

名
義
の
預
金
通
帳
(

郵
便
局

夲
啄
く
)

▽
印
か
加

▽

入
院
証
明
書
(
入
院
の
場
台
)

・

受
給
者
の
方
へ

1
2
月
期
分
(
平
成
3
年
&
月

A

年
U

月
)
の
参
入
福
祉
手

当

郤

片
2
5
吁
ご
ろ
、
対
象
の

方
の
口
座
に
振
ひ
込
み
里
t
y
。

届
け
出
の
金
融
機
関
で
鷽
け
取

っ
て
ぐ
だ
ざ
い

。

ま
だ

、
次
の
ぷ
刄

蕩

合
に

は

、
必
ず
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い

。

マ
施
設
に
入
所
し
た
り
、
死

亡
・
転
出
等
で
受
給
資
格
が
な

く
な
っ
た
と
き

▽
寶

害

り
の
状
煢
p
回
復
し

た
と
き

マ
ロ
座
番
号
、
住
贋

洒
艦

け

出
事
項
に
茖

茗

あ
っ
た
と
き

▽
重
度
心
身
障
害
手
学

蓐

吁

る
ぶ
つ
に
な
っ
た
と
き

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
　

住
)
・
参
入
福
祉
係

老
人
医
療
受
給
者
証

(福
)医
療
証
を

お
持
ち
の
方
へ

平
成
4

甼

卉
1

日
か
ら
一
部

負
担
金
が
変
わ
り
ま
す
。
(
表
2
)

マ
老
人
医
療
の
入
院
時
一
部
負

衵
亟
の
特
例
は
、
今
ま
で
と
変

有

吉

ぺ

▽
第
三
者
行
為
(
交
通
事
故
等
)

で
ヶ
ガ
を
し
て

、
健
康
保
険
で

治
原
麦

傷

合
は
届
け
て
ぐ
だ

さ
い
。

多
r
(医
療
受
給
者
証
套

釼

ち
の
方

は
、
参
入
医
療
係
へ

。

耆
昏

摎

萱

蕗

ち
の
舌
ほ

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
へ

。

▽
健
康
保
険
証
が
咢
5
つ
た
方

は

、
参
《
医
響
雷

畧
ほ
区
民

事
龠
一
所
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
足
立
区
外
へ
転
出
袞
9
9

万

は
老
人
医
療
証

福

医
療
証
を

老
人
医
療
係
真
底
区
民
麦
粉

所
へ
必
子
迦
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)
・

苧
(
医
療
係

表2　 老人医療の一部負担金心
身
障
害
者
福
祉
手

当
(
区
制
度
)
お
よ
び

難
病
患
者
福
祉
手
当

の
定
期
払
月
で
す

今
月
は
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
(
区
制
度
)
、
難
病
患
者
福
祉

手
当
の
定
例
払
月
ナ
整于

。
2
5日

ご
ろ
届
け
出
さ
れ
た
哭

百

座

に
手
巻

置

石

込
み
重
t
y
。
各

金
融
機
関
で
お
客

蚯

り
く
だ

さ
い
。

な
お
、
今
回
支
畝
芬
は
平
成

3
年
&
丹
～
U
n
嘔
卜
夛
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)

。

墜

循

秕
係

ひ
と
り
親
家
庭
へ

家
政
婦
派
遣

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ

ん
、
お
父
ず
武
名
い
は
、
お

子
さ
ん
が
病
気
や
ヶ
が
な
ど

で
、
一
時
的
に
家
事
や
育
咀
が

で
き
な
く
な
っ
た
時
に
、
家
政

婦
麝
加
を
蔗
遣
」懣
叉

対
象

児
竜
育
成
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
ひ
、
中
学
牛
以
下

の
児
蔓
僉
育
し
て
い
る
冢

庭
派
濡
凹
数
L

度
の
甲
請
に
つ

き
5
回
以
内
(
年
度
内
2
0回

ま
で
)

派
還
時
間
午
前
了
時
か
ら
午
　

後
7
時
ま
で
の
閧
で
、
&
時
　

閧
ま
政
T

時
間
を
L
回
と

し
手

申
込
方
法

廡
訶
を
証
明
で
き

る
も
の
(
診
察
券
等
)
と
印

か
ん
み
痔
参

斑
緊
急
の
場
合
は
、
代
甼
(
ま

た
は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

申
込・
問
合
せ
先

本
堂
只
千

住
)・
遏
勗
成
係

ひ
と
り
親
家
庭
の
方

国
民
宿
舎
を
無
料

で
利
用
で
き
ま
す

母
子
・
父
子
冢
庭
の
万
に
、

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
事

業
を
仔
つ
て
い
ま
ず
。
親
子
そ

ろ
っ
て
の
譚
旧
雄
付
に
ご
利
用

ぐ
だ
さ
い
。

宿
泊
場
所

熱
海
、伊
豆
熱
川
。

大
島
な
ど
I
刀
所

宿
泊
料

無
料
(
た
だ
し
、
入

湯
税
等
阿
邑
負
担
)

※
年
度
内
口
旧
ま
で
。

申
込
方
法

各
施
設
へ
予
約

利
用
券
の
夊
忖
手
続
ぎ

予
約

後
、
各
碣
秕
事
務
所
ま
かほ

児
熏
叨
成
係
で
利
用
券
の
交

付
を
受
けて
く
だ
さ
い
。ひ

と
叮
親
家
庭
が
確
認
で
き
る

紮
冢
持
参
(
母
子
年
金
、

児
雷
狭
養
手
当
証
書
、
育
嵎

手
当
支
払
通
知
慨
き
)

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
3
)
ま
ほ
汞
庁

舎
(
千
住
)
・
児
竜
助
成
係

表3　 福祉事務所一覧

保

養
所

伊
豆
高
原
・湯
河

原

「
あ
だ
ち
荘
」

3
月
分
の
利
用
案
内

3
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

次
の
と
お
り
で
T
。(
ガ
キ
は
I

保
養
所
・
I
グ
ル
ー
プ
(
区

内
在
住
・
在
動
者
の
み
)
L
枚

に
限
吟
棄
夛

。重
複
申
し
込
み

や
、
期
限
奮
愨
是
申
し
込
み

は
無
効
に
な
n
ま
す
。
な
お
。

一
人
で
の
お
泊
ま
ひ
は
ア
鳶
稾

せ
ん
。

増える冬休みの
駅前放置自転車

駅
周
辺
の
路
上
や
広
場
に

は
無
秩
序
で
t
(
量
に
自
転
車

が
放
置
霤
れ
て
い
ネ
歹
。

こ
の
な
め
、
歩
行
者
、
特

に
お
年
寄
ひ
や
障
害
者
の
通

行
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。緊
急
時
の
活
動
の
妨
害

に
舩
俣
y
チ
。

区
で
は
、
区
内
各
駅
周
辺

3
0
0
メ
ー
ト
ル
以
内
夸
目
転
車

の
放
置
禁
止
区
堺
と
し
て
い

ホ
す
。
こ
の
区
域
に
放
置
さ

れ
た
自
転
車
は
、
撤
去
し
て

保
管
場
所
に
莠
望
チ

。
撤

去
自
転
車
の
返
還
に
は
、
撤

去
料
2
千
円
を
薇
収
し
て
ぃ

ネ
罵

圏
目
立
つ
匁
休
み
の
学
生
の

自
転
車
W
置

学
校
が
冬
休
み
の
期
間

は
、
小
中
幸
生
の
放
置
が
目

立
つ
て
ぃ
ネ
歹
。
注
意
」漢

し
ょ
う
。

駅
に
近
い
方
は
、
出
来
る

だ
け
歩
い
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま

た
、
自
転
車
は
所
定
の
目
転

垂
蜃
僞
に
置
い
て
ぐ
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
自
転
車
対
策
係

昔
(
呂
)
5
2
3
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お

知

ら

せ

年
末
年
始

休
館
に
向
け
て
の

特
別
貸
出
し

行
辜
や
休
a
の
多
い
季
節
で

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
の

飾
り
つ
け
や
も
て
な
し
、
暮
れ

の
t
(
掃
除
の
蔘
考
に
y
l
、

ま
た
、
お
正
月
の
ひ
ζ
忌
筌

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
め
る
本
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
と
挧
え
て
あ
ひ

求
y
。

年
柬
年
始
の
休
館
に
向
け
て

い
つ
私
ぷ
叮
冊
数
を
多
く
貸
出

し
豕
y
。
評
y
、
は
最
暫
芯

図
書
館
へ
お
問
い
令
R

牙
、だ

さ
い
。

こ
の
機
蕀
に
、
ザ
び
お
立
寄

ひ
く
だ
さ
い
。

一
年
末
年
始
の
休
館

期
間
口
昼
甘
t
為
4
日

問
合
せ
先

中
央
図
書
館

四
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

生
産
緑
地
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て

晨
業
者
の
皆
夢
β
ほ
、
生

巓
祿
地
法
等
今
回
の
一
連
の
法

改
正
に
よ
り
、
市
街
化
区
域
内

梟
地
に
つ
い
て
ば
、
保
卒
寺
も

も
り
と
そ
つ
で
な
い
も
り
と
に

又
芬
じ
て
い
な
尽
く
'
と
に
な

り
ボ
y
。
蔘
笨
莨
矗
瓱
に
つ

い
て
憾
、平
成
4
年
中
に
生
産

緑
地
地
区
と
し
て
都
市
計
画
決

男
怎
要
に
な
誓
子

。

つ
い
ア
ほ
、
生
蓿
輙
地
地
区

の
都
市
計
画
甼
続
霤
禺
柵
に

行
冫
紡
、
具
体
的
な
申
蹟
手

続
・
日
程
等
の
説
明
会
を
表
4

り
こ
お
り
佇
い
ホ
y
の
で
、
ご

參
加
く
だ
{一い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

都
市
計
画
係
、
中
央
本
町
庁

舎
・
唇
蹶

四
(
3
8
8
　
0
)
5
1
1
8

表4　 生産緑地説明会

足
立
区
農
業
委

員

会
委

員

選

挙

選
挙
人
名
簿
の

調
製
に
ご
協
力
を

区
選
挙
管
猥
富
貝
会
で
は
、

疉
恚
長
命
宥
貝
選
挙
の
選
挙

人
盒
慨
定
霎
£
鰍
延
年
F
月

1
日
を
系
凖
に
、
選
苧
(
名
簿

の
調
製
蠢

最

甲
請
書
に
よ
っ

て
行
っ
て
い
ま
ず
。

こ
の
登
載
申
請
書
は
、
1
2
月

中
旬
に
区
選
挙
管
理
耆
竪
罫

ら
晨
業
従
事
耆
の
て
嶇
笄
し

廖
y
の
で
必
要
事
瑁
が
記
入
の

上
、
同
封
9

蔗

罸

筒
で
期

限
内
に
ご
返
送
刄
'
告

い

。

提
出
期
限
L

月
1
0
日
必
着

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

農
業
委
員
会
a
(
3
8
8
　
0
)
5
1
1
8

吏

ほ

序
　

舎
(
千
住
)
・
選
挙
管
理
委
員

会工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

W
尉
官
現
在
で
工
業
統
計

調
春
宮
行
い
季
y
。
こ
の
調
査

は
工
業
の
実
態
温

習

か
に
す

る
y
に
'冫

肓
勗

と
し

、
そ
の
結

思
は
国
の
行
政
厖
策
の
蚤
眤
資

料
こ
な
2

ヂ
。

裂
覃
衆
所
従
業
煮
?
叉
　

以
上
の
製
造
業
に
属
ず
る
亊

慧
垪
・
従
業
者
が
I
人
以
下

4

定
業
種
に
該
学

螽
　

造
業
に
甼

―

雰
厨

※
調
峇
の
対
象
こ
な
る
亊
業
所

に
は
り
冐
中
旬
か
ら
卜
月
中
旬

ま
で
の
間
に
調
査
貝
が
伺
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

統
計
係

酋
(
3
8
8
0
)

生
活
環
境

環
境
影
響
評
価
書

(
案
)
の
縦
覧

東
京
瞽

前

掃
工
掾

葮

辜

業
の
環
境
影
一
評
価
書
(
案
)

奩

餮

じ

手

。

東
京
都
北
清
掃
工
場
建
設
事

業
に
関
す
る
環
境
影
詈
評
価
書

(案
)

が
東
京
都
環
境
影
竇
評

価
条
例
に
唇

き
I

月
皆

に
公
示
さ
れ
ネ
罵

盡

孤

所

北
堅

溲

一
丁
皀

二
番
ほ

か

縦
覧
期
間

匐

弭
甘
1

月

2
3吁
(
日
曜
日
、
第
2

・
4
　

土
曜
日

、
夸

癶

捻

月
2
8日

F
L
月
4
日
糞
除
く
)

縦
覧
時
間
午
前
9
時
3
0
分
　

1
午
後
t
時
叩
分
(
土
曜
日
　

は
午
前
―
歇

郷
了

正
午
)

縦
一

瑤
壻

本
庁
舎
(
千
住
)
・

環
境
課
、
都
・
環
境
保
全
局

環
境
影
響
評
価
審
査
室

、

都
・
多
犀
環
樢
畧
垂
霧
所
　
　

(
立
川
合
同
庁
舎
t
階
)

評
価
S
(

案
)

脱
明
龠

は
時
・
I

壻

マ
ー
月
1
6
貝

木
)
、
午

後
7
時
廴

螽

恥

分
・
:江
北

区
民
事
務
所
新
田
分
裏

扇

室
(
新
田
3
卜
1
4
-
I
)
、
昔

(
～
1
9
)
7
1
2
6

麑

覆

出
期
限

平
成
4

年

卜
息

官

意
見
書
提
出
・
問
合
せ
先
　

都
・
環
愚

答

局
環
境
管
理

部
環
境
影
響
評
価
審
査
室

(
〒
1
6
3匚0
1
、
新
宿
区
西
新

宿
X
-
?
1

、
第
一
本
庁

台
北
棟
3
6
階
)
、
さ
(
5
3
8
　
8
)
3
4
4
0

ふ
f刄
にほ
字
{
庁

舎
(
千
住
)
・
逕

霾

募

集

工
業
用
ミ
シ
ン

縫
製
技
能
講
習
会

日
時
L
a
昏
y
2
月
5
日
　

(土
・
日
・
祝
日
を
吸
ぐ
1
5
　

日
間
)
、午
前
1
0時
～
午
後
1
　

時
対
象

区
内
在
住
の
初
心
者

内
容

某
礎
縫
い
か
ら
ご
フ
ウ

ス
ス
カ
ー
ト
屁
と
の
製
作

定
員
1
6

人
(

先
着
思

自
用

無
料
(

教
材
賓
実
費
負

誓

禹

釐
)

申
込
方
法

住
所
濫

腮

で
き

忿

の
(
輩

晨

証
等
)
　

を
苻
粐

そ

直
接
窓
口
へ

受
付
開
始
a
L

月
9
日
、
午

前
1
時
か
ら

撮
?
申
込
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
っ

綾
瀬
L
1
3
4
±
1
0
2
綾

瀬
プ
ル
ミ
エ
内
豊
(
3
8

3
8
)
3
5
8
4
}
l
l
蹈
y

西
口
下
車
徒
歩
1
分

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
が
集
ま
る

第
3
回
足
立
区

受
発
注
情
報
交

換
パ
ー
テ
ィ
の

ご
案
内

雲
居
等
の
霜

交
換
並
ぴ

に
製
品
展
示
に
よ
る
商
談
な

ど
、K
ン
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
払

さ
肓
勗
と
」た
情
報
交
換
会

で
す
。

参
加
者
に
は
、参
加
介
稟
ガ

イ
ド
奎
芒
エ
g
ヂ
。な
お

今
回
は
埼
玉
県
内
の
企
業
に

も
、ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

日
時
x
月
1
9
a
(
水
)
、午
後
　

且
T
7

時
(
暫
展
示
・

商
談
タ
イ
ム
)
、
午
後
5
時

1
了
時
(
交
鳫
パ
ー
テ
ィ
)

一
蕩

「
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」6
　

階

綾
瀬
I
レ
4
-
1
8

乙蒹
5

千
円
(
当
貝
苻
に

て
)

定
員

製
造
業
関
係
約
2
0
0社

(先
着
岨
)

ホ
葆

足
立
区
・
黼
恵
只
都
中

小
鉱
業
振
興
公
社

後
援

御
埼
玉
県
甲
父
臟
振

興
公
社

申
込
期
限
平
成
4
年
1
月
1
4

申
込
先
中
央
本
町
庁
舎
・
エ
　

業
振
興
係
?
3
8
8
0
)

ク
リ
ス
マ
ス
人
形
劇

公
演
の
つ
ど
い

ク
リ
ス
マ
ス
の
ひ
な
と
き
、

家
族
や
お
友
だ
ち
と
、人
形
劇
～

か

日
時
1
2
月
2
5
E
(水
)
、
午
後

λ

Υ
眞

…芬

涓
所

中
夭
図
書
館
(
入
場
無

料
)

内
容

人
形
劇
団
ポ
ポ
ロ
公
演

『
ト
ロ
ト
ロ
改
刀
ア
ぎ

ま
員

Ⅲ
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場

問
合
せ
先

中
央
図
事
館

昔
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

区
立
学
童
保
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表5　 学童保育室申込先

注1. ( 仮称) 干住河原町住区センターの申し込みは、千住区民事務所( 区役所本庁舎1階) へ。問い合わせは指導相談係　( 3880) 5199 へ。
注2. ( 仮称) 西伊興住区センタ ーの申し込みは、西伊興児童飲 西伊興2- 1- 80( 3897) 6948 へ。
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情 報 コ ー ナ ー

成人の日
の集い新たに成人の門出を迎える皆さ

んを祝う 「成人の 日の集い亅 を開

催します。ぜひ、ご出席ください。

日時 平成4 年1 月15日( 祝) 。午

詼1 時受付、午後2 時開式
会場 東京武道館( 綾瀬駅下車徒

歩5 分)

対象昭和46年4月2日～47年4　

月1 日生まれの方

※ 対象の方には、ハガキでご 案内

します。
なお会場には駐車できませんの

で車での来場は固くお断りし ます

問合せ先 本庁舎( 千住) ・青少年

課調整係03882 ―1111㈹

会場となる東京武道館

スタンプラリー

特別記念品
( 豆はっぴ) 贈呈
12月20日 から

「あだちスタンプラリー」は、

区の施設や 名所旧跡など区内20ポ

イント にあ る、 オリ ジナルスタン

プを楽し みな がら集めていただく
もので、10ポ イント以上スタンプ

を集めた方に、記念品を用意し て
います。

12月20日から1 月20日までの期

間は、先着300人の方に通常の記念
品のほかに特別記念品とし て、オ

リ ジナル 豆は っぴを 差し 上げ ま

す。運動不足になりがちな年末年

始、ご家族で参加し てみませ んか。
なお、マ ップはエル・ソフ ィア、

桜花亭、郷土博物館、プルミエ、

総合スポーツセンター、区役所( 千

住・中央本町庁舎) にあり ます。
問合せ先 観光協会事務局( 中央

本町庁舎・商工振興課内)

S3880- 5191

映像で見る世界
第8回 民間の国際援助活動

日本が国際社会で果たす役割が
大きくなる一方で。民間レ ベルで

の活 動の弱さ が 指摘さ れ ていま

す。

しかし、その中で10年にわたっ

て継続した活動を行っている民間

団体もあります。今回は民 間団体

の活 動を紹介します。

日時12月18日( 水) 、午後7時　～
8 時

内容 ビデオ上映

①国境を越えた人々

②エチオピ アの鼓 動

※ 日本国際ボランティアセンター

の提供です。

費用 無料

申込方法 当 日直接会場へ
場所・問合せ先 青年センター

03890- 0061

第33回区民新年
ラジオ体操の会

新し い年の健康を願ってラジオ

体操の会を 行います。大勢ご 参加
ください 。

日時1 月2 日( 木) 、午前8 時

会場 千寿第三小学校校庭

※ 雨天のときは、同校体育館で行

います。

問合せ先 区ラジオ体操会連盟

長谷部Q3881 →065

● 区民参加は生の情報から

も
っと

区の情報をお役立てください!

区政資料室と情報公 開

最寄り の情報公 開課をご 利用く ださい。
● 5! 立区役所本庁舎情報公開課
千佳一丁目4- 18 四3882- 1111㈹● 足立区役所中央鞨 庁舎情報公開課分室
中央本町一丁目17- 1 四3880- 5001

あなたの相談室 問合せ先 足立区役所本庁舎( 千住) 1 階区民相談室所 在 地 千 住1- 4- 18 　3882 ―1111 ㈹
困ったことや心配なことがあり まし たら、お気軽にご利用く ださい( 無料 ・秘密厳守)
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第44回区民体育大会

参加者募集
● スキー競技大会
日時2 月2 日( 日) 、午前9 時か
ら( 現地集合)

場所 新潟県浅貝スキ ー場
種目 回転競技( 2 本合計タ イム)
参加資格 区内在住・在動・在学の
方、および区内スキ ー団体 に所
属する方

参加費 レー般… 2 千円 し>ジ ュ
ニア… 千円

※ 交通費、宿泊費は自己負担です。
申込方法 電 話予約
申込期限1 月20日
申込・問合せ先 足立区 スキー協
会 堀内信治S3882- 7789

-

蔵王スキースクール

参加者募集
日時2月7日( 夜) ～11日( 夜) 帰　
京予 定( 4 泊5 日。車中1 泊)

場所 山形県蔵王温泉スキー場
定員40 人( 先着順)
費用5 万9 千円
※ 昼食、リフト代は自己負担です。
申 込方法 郵便振替口座
足立中居 郵便局 東 京2- 17　4162

足立区スキー協会
申 込金2 万9 千円
申 込・問 合せ先 足立区スキ ー協
会 堀内信治B3882- 7789

第19回足立区中学生

環境保全
ポスター展

「環境保全ポスターコンク ール」
に応募いただいた、入賞の作品を
展示します。地球環境への中学生

からのメ ッセージを、どうぞご覧
ください。
日時12月20日～26日( 24日休館　
日) 、午前10時～午後6時( 最終　
日は午後3 時まで)

場所 西新井区民ギ ャラリ ー( 西
新井サティ4 階)

問合せ先( 財) 足立区 水と緑の 公
杠B3838- 8126

最優秀作品　石井高明さん( 十四中)

最優秀作品　 茂呂美智さん( 竹の塚中)

女性のための文章講座

書くことを通して
自分再発見

「自分の思 ってい るこ とをのびの
びと 書けたら。どんなに 気持イイ
だろう… 」
こ んなこ と考え たこ とはあ りま
せんか? 書くことは 、そのままの
あな たを 表現するこ と。こ の講座

で、あ なたの能力を再発見し てみ
ません7八
講師には、女性の投稿 誌 「わい

ふ」のスタ ッフと、その「わいふ」
から育ったライタ ーの方 々をお招
きし ます。
日時・内容・講師 左表のとおり
対象 区内在住・在動・在学の女性
定員40 人( 抽選)
費用 無料
申込方法 往復ハガ キに住所、氏
名( フリガナ) 、年齢、職業、電話番
号、希望理由、「文章講座」と明記

申込期限12 月23日必着
※ 子育て中の女性も安心して学べ
るよう、2歳以上、学齢前のお子さ
んを保育します。希望の方は、子供
の氏名( フリガナ) 、生年月日、性
別も記入してください。お子さん
といっしょにオリエンテーション
を1月9日( 木) 、午前10時～11時に
行います。
場所・申込・問合せ先 女性総合セ
ンタ ー 〒123 梅田7- 33- 1 工
ル・ソフ ィア内S3380- 5222

☆日程☆

時間はいずれも、午前10時～正午

東京足立少年少女合唱団

第20回
クリ ス マス ・チ ャリ

ティ ー・コン サート
クリスマス・チャリテ ィー・コン

サートも今年で20回を迎えま す。
団員一人ひとりが気持ちを込めて
歌います。ご家族で、心暖まるひと
ときをお 過ごしください。
日時12 月23日( 祝) 、午後6 時30　
分開演

場所 文化会館( 入場無料)
演奏曲目 アペ・マリ ア、サンタ が
町にやってくる、白 銀は招くよ
ほカヽ

特別出 演 横山美奈さん( 区内在
住声楽家 ・ソプラノ)

問合せ先 事務局・薬師神
03852- 3232( 夜間) 、または
本庁舎( 千住) ・文化振興係

03882- 1111( 代)

横山美奈さん

「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
救
護

活
動
に
つ
い
て
の
協
定
」
締
結

災
害
時
の
応
急
救
護
対
策
と

し
て
、
区
内
各
種
団
体
と
の
応

援
協
定
を
猾
進
し
て
い
喬
笠

区
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
足
立
区

柔
道
接
骨
師
会
と
「
災
害
時
に

お
け
る
に
急
救
護
活
動
に
つ
い

て
の
協
定
」
を
範
枦
¥
に
た
。

n
月
2
2日
、
足
立
区
役
所
区

長
室
に
お
い
て
行
わ
れ
た
調
印

式
で
ば
、
古
性
匱
足
立
区
長
、

岡
村
碵
晃
足
立
区
柔
道
接
骨
師

会
長
と
の
間
で
協
定
書
が
交
わ

套
y

処

。

こ
の
協
定
は
、
大
地
罪
腿
と

が
発
仇
した
際
、
区
が
柔
道
接

骨
師
会
に
対
し
出
動
を
要
請

し
、
あ
う
か
じ
め
決
め
ら
れ
た

出
動
戳

客
薦
穫
屏
(

区

内
―
刀
所
)
に
設
置
さ
れ
た

救
護
所
に
お
い
て
、
ね
ん
挫

な
と
の
貝
傷
者
に
応
急
手
当

奮
耳
と
り
冫
も
の
で
す
。

2
3
区
で
ほ
、
江
戸
川
区
、

世
田
谷
区
、
練
馬
区
、
杉
韮

区
、
墨
田
区
に
つ
い
で
&
番

目
の
協
定
区
と
な
n
ま
す
。

こ
の
ほ
か
区
で
は
、
足
立

区
医
師
会
卮
賢
ぬ
た
立
建

設
業
協
会
、
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
足
立
支
那
硲
仔
曲

体
と
。
そ
れ
ぞ
れ
災
霽
援
助

協
定
を
砧
ん
で
い
求
瓦

〈
災
害
対
策
課
〉

第20回 合唱コンクール
入賞団体決まる

一般の部 金賞はロート スブルーメ

U
呉
冐
、
文
化
会
館
で
開

催
レ
徭
霈
回
足
立
区
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
各
部
門

の
賁
が
決
ま
2

じ
尽

臺
小
学
校
の
鄙

▽
金
賞

長
門
火
織
団

▽
銀
賞

江
北
小
忠
裏
層
団

▽
銅
賞

千
寿
第
十
小
合
唱
団

秦
中
学
校
の
部

▽
金
賞

第
十
四
中

▽
銀
賞

西
新
井
史
織
部

▽
銅
賞

第
三
中
2
年
生

参
一
般
の
部

▽
金
賞

ロ
ー
ト
ス
ブ
ル
ー
メ

マ
銀
賞

マ
ミ
ー
コ
ー
ラ
ス
・

ボ
ナ
、
バ
ン
ブ
ー
エ
コ
ー

▽
銅
賞

月
光
合
唱
団
、
竹
の

葉
コ
ー
ラ
ス
。
合
唱
団
光
と

風特
に
、
一
般
の
部
は
出
場
団

体
黔
苳
く
実
力
伯
仲
。
出
場
1
7

団
体
の
頂
点
に
立
っ
た
の

は
、
ロ
ー
ト
ス
ブ
ル
ー
メ
邨
人

の
皆
さ
ん
。
金
賞
と
発
表
さ
れ

る
と
「
エ
エ
ッ

、
キ
ャ
ー
」
と

貰
冢

俸

牟
集

表

瑁
U

、
大

惡

緊

が
会
場
屎

に
響
き

わ
た
9

听

鳶

審
査
員
の
先
生
は
、「
こ
こ
数

年
レ
ベ
ル
も
卜
が
り
、
箒
葦
し

て
い
て
ほ
ん
と
う
に
楽
し

い
。
金
賞
の
団
体
は
、
網
が

い
と
こ
る
乖
表
男
…一ゆ
き

届
い
て
い
声
にた

」
と
講
評

さ
れ
ま
レ
た
。

〈
文
化
振
興
係
〉

熱唱する金賞のロートスブルーメの皆さん



1991 年( 平成3 年) 12 月15 日あ だ ち 広 報第932号 ( 8)

まちかど通信
皆さんの情報をお待ちしています。
電話やハガキでどしどしお寄せください。
連絡先　本庁舎・広報課

〒120 千住1- 4- 18
3882- 1111㈹

RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

ス
ポ
ー
ツ
で
さ
わ
や
か
な
汗
を

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

H
月
1
7日
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
に
ほ
、
ス
ポ
ト
ツ
の
楽

仙
籘
毋
兄
け
知
っ
了
沢
い
、

さ
ら
に
利
用
者
の
親
睦
髦
凶
っ

て
も
ら
硲
?
存
っ
て
い
忝
も

の
で
今
年
で
8

回
目

。

こ
の
日
は
、
5
千
人
も
の
人

が
参
加
し
ま
し
た

。

日
頃

、あ
実
り
ス
ポ
ー
ツ
に
観

し
む
機
会
の
少
な
い

、
お
父
さ

ん

、お
母
さ
ん
達
も

、太
極
塞
や

ヨ
ー
ガ
、卓
球
な
ど
に
黔
加
し

、

自晏
切
ら
レ
な

が
う
も
気
持
ち

い
い
汗
奎
凱
し

ま
し
た
。

子
ど
も
達
も

初
め
て
体
験
す

る
ご
フン
ボ
リ

ン
や
ビ
ー
ム
ラ

イ
フ
ル
に
「
遊

園
地
で
堅
y
つ

た
こ
と
ゐ
る
け

ぶ
猫
は
初
め

て
」
と
大
腿
じ
ゃ
弯

各
団
体
の
太
極
拳
な
ど
の
発

表
会
も
あ
り
、
会
場
は
熱
気
に

包
畏

苫

に処

。

ま
ぺ

参
加
団
体
の
協
力
で

バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
売
↓

缶
を

長
崎
県
の
島
原
市
へ
寄
付
す
る

こ
冫

聊
叛
服
レ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、い
つ

で
螽
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
藁
レ
V
y

か
出
来
ま
す
。

寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
至
是

こ
の
季
節
、
冢
に
閉
}

右
っ

て
ば
か
り
い
な
い
で
、
ぜ
ひ
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
遊
び
に

い
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。

き
っ
と
、
素
弊
沛
が
厦
せ

圭
工

。

太極拳などの演武もあり、多勢の人が参加し
たスポーツフェスティバル

冬
の
風
物

松
の
雪
つ
り

花
畑
記
念
庭
園

今
年
も
、
足
立
の
冬
の
風
物

「
花
畑
記
念
庭
園
の
雪
つ
り
」

が
行
わ
れ
廁
整‥た
。

雪
の
重
み
で
、
松
の
玖
を
い

た
め
な
い
ぷ
っ
に
、
竹
を
し兀

に
荒
縄
で
円
す
い
型
に
張
ひ
上

げ
忝
も
の
で
、
雪
の
少
な
い
都

内
で
は
、
た
い
へ
ん
ぬ
Υ
ラ
し

い
も
の
で
す
。

丈
の
職
人
さ
ん
が
y
日
が

か
り
で
作
業
を
行
い
完
成
さ
せ

声
瓦

。

花
畑
硲
庭
園

花
畑
4
1
4
0
　
1

魯
(
肖
5
)
9
　
7
9
5

竹
の
塚
駅
東
口
か

ら
花
畑
団
地
行

団
地
入
口

下
車
徒
歩
l
}一

都内ではめ ずら しい松の雪つり

や
せ
蛙
ま
け
る
な
一
茶
是
に
あ
り

炎
天
寺
・
一
茶
ま
つ
り

「
は
っ
け
よ
～
い
、
残
っ
た

あ
1
、
残
っ
た
あ
～
」
と
行
司

9
『
。
や
せ
が
兄
る
ぐ
t
(

。き
#

か
え
る
に
仮
装
七

貨

入
の
子

ど
も
が
、
土
俵
稾

詈

齒
ん
だ

観
客
た
ち
忝
乕
か
廿
稾
す
。

こ
れ
は
、
1
1丹
2
3
日
に
炎
天

寺
で
行
わ
れ
た
、
一
茶
ま
つ
り

の
名
物
行
事
「
蛙

相
撲
」の
一

洒
面

。冫
口
浚
、一
竺

耿
と
な
っ

て
迎
兄
た
決
戦
は

、
双
方
必
死

に
取
り
組
み
素
に‥だ

が
水
入
り

に
な
り
、「
こ
の
勝
負
、
来
年
の

一
茶
ま
つ
り
ま
で
行
司
あ
ず
か

夕

と
石
片
ま

し
処

。
二

茶
ま
つ
P

は
、
俳
句

を
藁
に
X
な

が

ら
俳
人
・
小
林

一
茶
を

し
の

び
、
子
ど
E
)た

ち
の
健
全
育
成

と
教
育
・
文
化

の
向
会

百

的

に
、
昭
和
3
7
年

か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の

。第
3
0
回
目
と
な
る
今
年
は
、

一
茶
行
列
や
子
ど
も
俳
句
教

室
、第
2
9
回
全
国
小
・
中
幸
生
恆

句
大
会
表
彰
式
な
ど
の
恒
例
行

事
の
ほ
か
、
3
0
周
年
を
記
念
し

て
制
作
し
た
一
茶
銅
像
の
除
幕

式
も
行
わ
れ

、大
盛
況
で
し
た
。

どちらも負ける な! !

おいしいおもちが
できたよ!

渕江 第二小学校

子
ど
弑
た
ち
の
歓
声
が
秋
空

に
高
く
響
く
U

腐
冐
、
瀏
江

第
二
小
学
校
で
「
単
弓
韋
(

戸

が
開
催
さ
れ
ま
レ
飛

こ
の
行
事
は
、
5
年
生
の
授

業
の
一
環
と
し
て
忖
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
1
2回
目
。

毎
年
、
増
田
精
一
さ
ん
(
西
保

木
閧
二
丁
目
)
が
無
償
刄
脛
一

し
て
い
ろ
永
田
で
、
田
囁
兄
か

公
卯
冐
ま
で
行
い
、
最
後
に

収
憚
レ
だ
米
で
参
怎
う
膏
稾

す
。子

ど
も
た
ち
ほ

、
P
T
A

や

地
域
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に

壬
に
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
3

つ
の
ろ
チ

で

べ

っ
た
ん
、
ぺ

っ
た
ん
‰
み
蜃

み
る
う
石
に
で

き
あ
が
っ
た
お

も
ち
は

、
ア
ン

コ
や
黄
粉
が
ま
ぶ
さ
れ
、
待
ち

わ
び
た
児
童
や
近
所
の
方
々
に

配
ジ
ひ

再

だ

。

「
や
わ
ら
か
く
て
、
お
い
し

い
1
。
ほ
ら
、
y
尢
な
に
の
び

'
{
よ
}
と
子
y
も
た
ち
£
矢
は

し
ゃ
貰

楽
し
い
一
日
岑
過
ご

し
ま
し
た

。

手作りだから味も格別

ミクロネシア連邦初代大統領

千寿第八小学校を訪問

中
西
郡
太
平
洋
に
星
の
ぷ
つ

に
散
ら
ば
忝
島
々
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
。そ
の
中
の
一
つ
、ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
連
邦
の
初
代
大
統
膕
卜

シ
オ

ー
ナ
カ
ヤ
マ
氏
一
行
が
、
1
1

一
月
2
0旦

図

盒

防
れ
、
区
立

千
寿
第
八
小
学
校
を
俔

察
し
ま

し
た

。

校
門
前
で
両
国
の
国
旗
を
振

る
児
童
ら
の
歓
迎
を
受
け
た

後
、
授
業
や
燮
一
芸

の
凖
膠
な

奈

見
学
。

昼
食
は
、「
児
童
亙
一
緒
に
学

校
給
食
を

」
と
の
大
統
領
の
希

望
石
ぷ
U

、
一
行
は

、
6
年
生

の
I

ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
児
童
9

ふ
さ
な
イ
ス
に
腰
掛
け
て
食

詈

じ

声

処

。

児
竜
が
ら
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の

様
子
に
つ
い
て
質
問
を
屡
ぴ

た

り
、
歌
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た

大
統
領
は
、「
志
Z

じ
い
経
験

を
し
た
ご

袤
に
、
孑
産一
た
う
と

会
話
が
で
き
楽
し
か
っ
た
。
こ

の
経
験
を
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
子

供
た
ち
に
ぜ
ひ
伝
え
た
い
」
と

瓢

笨

述
べ
て
い
ま
し
た
。

児童とい っしょに給食をとる
ナカヤマ大統領

〝は
つ
ら
つ
ど
ん
ど
ん
〟

中
央
本
町
保
健
相
談
所
の
秋
祭
り

お
年
寄
り
、
心
身
に
障
害
の

あ
る
万
、
乳
恚
氤
う
ぉ
母
さ

ん
た
ち
な
ど
が
互
い
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
痔
ち
、
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
地
域
っ
く
り
を
し

ぷ
冫
采
歯
さ
れ
た
ぼ
っ
ら

っ
ど
ん
y
笳
ま
っ
P
秋
晴
れ

の
犲
篠
甘
、
中
央
本
町
保
健

相
談
所
で
行
わ
れ
ま
にた
冫

」

の
ぶ
冫
な
催
し
は
、
保
建
所
で

は
初
め
て
の
試
み
。

当
日
は
、
講
演
会
「
脱

閉

じ
こ
も
り
屁
侯
群
」、グ
ル
ー

プ
発
表
会
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

バ
ザ
ー
、
も
ち

つ
貪

笄
爪
さ

な
字
面
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が

楽
し
め
る
内
容

か

宵

た
く
さ

ん

。「晋
段
は
あ

ま
口
保
健
相
談

所
受
利
用
し
た

冫
仁
?
の
n
ま

せ

ん
で

し
た

が
、
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
を
し
て
い
る
ん
で
す

ね

。
今
日
は
と
て
呶
薬
レ

か
っ

た
し

、
講
演
兪
傴

は
牟
「
変
参

考
に
な
ひ
ま
す

。」と
参
加
者
の

片
柳
(
ル
さ
ん
(

足
立
四
丁
目

在
住
)
。

終
日
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
た
お
ま
つ
り
も
最
呀
は
、

参
加
者
全
員
に
よ
る
「
里
の
秋
」9

口
唱
で
華
岑
そ
え
ま
し
た
。小さな子供からお年寄りまで参加しました

石
け
ん
か
ら
外
車
ま
で

江
北
中
P
T
A

バ
ザ
ー

ホ
さ
に
バ
ザ
ー
ル
吊
場
)
。

江
北
中
学
校
校
庭
に
、
石
け
ん

や
食
器
、
く
つ
、
カ
バ
ン
な
ど

が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
ま
し

ちH
月
2
3日
に

行
わ
れ
た
こ

の
バ
ザ
ー

は
、
同
校
創

立
3
0周
年
を

来
年
に
控

え
、
P
T
A

が
式
典
費
用

の
一
部
を
ね

ん
出
す
気
た

め
に
開
催
し

た
も
の
で

す
。地

域
の
商

店
に
も
協
力
を
求
め
、
不
男
E

に
加
え
、
一
般
の
商
品
も
売
り

声
し
た
。
平
均
し
て
市
価
の
ふ
～

4
劃
W

あ
っ
て
、
開
場
2

時
間
剪

呎
行

列
が
で
咨
9

人

気
ぶ
り
。

「
で
忝
レ

粱

年
以
降
も
開

催
し
、
規
模
の

昏

惑

バ
ザ
ー

と
し
て
江
北
中
の
名
物
に
い
た

い

」と
実
行
委
員
の
柳
瀬
さ
ん

。

ぶ
時
間
余
り
で

、
目
標
の
圍

万
円
奎
哭
破
し
廖
レ
尽

掘り出し物、お買い得品に行列ができました

テクテク歩いて東京湾
第2 回ワクワクスーパーウォーク

H
月
1
7
日
、
寒
さ
が
厳
し
い

曇
口
埀
の
下
、
聊
人
蠹
?
急

人
が
荒
川
河
川
敷
「
虹
の
広
場
」

に
集
合
。
参
加
者
の
年
齢
も
L

歳
か
ら
8
0
歳
ま
で
と
幅
広
く
、

皆

天
気
に
葛
西
臨
海
公
園
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
し
奔
整‥
だ

。

葛
西
臨
海
公
園
ま
で
腿

砧

整
m、
5
時
間
も
の
道
の
り
で
罵

墺
甲
、ハ

ー
プ
唏
は
圭

ぶ

ら
程
々
万
が
き
れ
い
!

歩
い
て

み
る
べ

風
景
が
い
つ
叭
と

違

ラ

わ
ね
匸
こ
感
枴
参
語
見

回

邵
石

み
ウ
れ
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
な
か

、
恵
示
湾
を
め
さ

し
て
ア
ク
テ
ク
。

8
0
歳
の
鈴
木
藤
一
郎
さ
ん
　

(
中
川
一
丁
目
在
住
)
も
、
し

っ
か
口
整
た
足
取
り
で
コー
ル

し
ま
し
た
弌
疲
れ
た
、
や
っ
と

着
い
た
」
と
口
で
は
言
っ
て
も

満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
の
`
蒿
し

て
い
廁
し
た
。

全
員
完
歩
賞
啻
も
ら
い
、
疲

れ
た
顔
も
見
せ
ず
に
帰
路
に
着

堂

じ

た
。

さあ あと一歩でゴール! !

Ta. I . 240, 000


